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研究会報告
を用いて､モードⅠストレスの下での亀裂伸展を調べた｡このポテンシャルは (4)にお
いて､引力の後半部分をフラットにしたものである｡亀裂伸展速度に対する影響はほとん
ど見られなかった.
終わりに三角格子ばねモデルに対する定常亀裂伸展を､色 な々ストレスに対して調べた｡
モデルとしての重要な簡単化は次の二つである｡ (1)最近接格子間の相互作用のみで､か
つ相互作用の相手は不変である｡したがってかけら同志の衝突は考慮されていない｡･(2)
不連続な原子間ポテンシャル.- これらの簡単化が結果にどのような影響をしたかは気に
なるところである｡まず (1)については､亀裂先端の振る舞いに限ればほとんど影響が
無いと思える｡ (2)は超音速亀裂伸展に対してその存在そのものを含めて決定的な影響が
考えられる｡分子の熱運動がある場合には特に影響が大きいと考えられる｡一方､亀裂が
音速によって運ばれるという明確な証拠は十分に一般的であると思える｡特に音波のモー
ドによる亀裂の伸展の違いは興味深い｡またジグザグな亀裂伸展が横波亀裂伸展以後に出
現することも新しい発見である｡今の場合ランダムさ=ジグザグの原因は非線形なポテン
シャルにあり､一種のカオスである｡ジグザグな亀裂は現実の系で広く見られるが､理論
的には説明がついていない ｡
亀裂伸展は音波の伝播と強く関連した力学的なelementaryな現象であると同時に､非線
形非平衡多体系特有の難しさをもち､学問的上も実用上も興味ある研究対象である｡
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